
Svayamprakasatva を め ぐ っ て

石 飛 貞 典

1. 知 ない し知性的原理 が自ら輝 くこ と(selfluminosity, 自己照明)は, イ ン ド

の知識論 におい て広 く認 め られ たテーゼである1)。 これ は仏教 を初 め, Pr[abha-

kara]派 やVedanta学 派 で承認 されていた。Bhatta派 の綱要書 Manameyodaya

た は, Pr派 とAd[vaita]派 が, 知 をs[vayam]pr[akasa]と 見 なしていること

が説かれてい る2)。

Pr派 で は, at[man]と 意 の接触 によ りjnanaが 生 じ, jnanaの 結 果 と してsam-

vidが 生 じるとして両 者 を 区別 す る(Pnkaranapancika, BHU edn., p. 192)。samvid

は 「私 はこれ を把捉す る」,「私 は これを想 起す る」 と, matr, meya, miti(=sam-

vid)の 三 要素を もって現れ る(p.171, いわゆるtriputisamvid)。matrとmeyaは,

認 識の際 それ ぞれ 「私 」ない し 「これ⊥ として知 られ, mitiは 自 ら輝 く(p. 173,

333)。jnanaの 結 果 た るsamvidがs.pr.で あ るゐは, 認 識 の結果 を 自証(svasam-

vitti)と す る仏教説3)を 思 わせるが, Pr派 の 知識 論への仏教の影響 たつい ては,

既 に黒田泰 司氏の指摘4)が あ る。

II. Ad派 のS[ankara]は, 知 性 の自己照明をsvayamjyotisと い う語 を用 い

て 表す5)。 これ は.Brh. Up. 4.3.9, 14に よる もの と思われ る。.Br. Su. 1.1.24, 1.

3.40で もブラフマ ンはjyotisと 表 現 され てい る。Ad派 では後代, 自 己照 明を表

す語 として専 らs.pr.を 用 い るが, 6自 身 はそれ を用 いていな い6)。pr[akasa]と

い う語 は太陽や月の輝 き, 火 の光輝 などの意味 で用 いるのみである7)。 中村 元 博

士 によれば, s.pr.の 観 念は仏教説 の特色 と見 なされ ていた8)。Sも, Br. Sut. Bh.

2.2.28で, Vijnanavadinか らの問いの形で, vijnanaが, pr.を 本 質 とし, 自 ら

直接知 られ るとい う主張 を伝 えてい る9)。 従 って, Ad派 で はSの 頃 には の.の

用語 であるsvayamjyotisを 用 い, S以 後, 恐 ら くは仏教 の用語法 を取 り入れ て,

s.pr.と 表 現す るよ うにな った もの であろ う。

III. Ad派 で はs.pr.を, 存 在 すれば必ず光 り輝 くことと理解 す る。 た とえば, 

Vivaranaprameyasamgraha で は, atの 自 己照 明を次 の推論 で証 明す る。

atma sva-prakasah, sva-sattayam prakasa-vyatireka-rahitatvat, pradipavat samveda-

navac ca/10)
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又, Pancapadikavivarana に も,

anubhavasya ca sva-sattayam prakasa-vyatirekadarsanac ca/11)

と あ る。 な お, Ad派 で はbr, atの 本 質 を 知 と み な す た め, brやatもs.pr.と

す る が, 仏 教 とPr派 で は, 知 な い し認 識 がs.pr.と す る の み で あ る 点 に 違 い が

認 め られ るb

Ad派 と 同 じ くVedanta学 派 に 属 すVisistadvaita派 で も, s.pr.は 知, br, at等

の 精 神 的 存 在(ajada)の 特 質 と さ れ る。 後 代 の Nyayaparisuddhi, Yatindrama-

tadipika 等 で は, s.pr.-tvaとjadatvaは 等 値 と み な さ れ て い る12)。 こ れ は, Y

[amuna]やR[amanuja]も 同 様 で, Yの 場 合, s.pr.は 物 質 性(jadatva)な る 限

定(avaccheda)を 欠 く こ と を 本 質 と す る と し13), Rはs.pr.-taをcaitanya-sva-

bhavata, cit-rupata と 規 定 し て い る14)。

IV.さ て, YはA[tma]S[iddhi]の 中 で, vittiはajadaな る が 故 に, atで あ

る, と い うAd派 の 主 張 を 想 定 し た 上 で, ajadatvaと は 何 か を 取 り上 げ る。 こ こ

でavyabhicarita-prakasa-sattakaとsva-satta-prayuktatvaの 二 つ の 定 義 の 可 能 性

を 示 す が, 前 者 は 明 ら か にAd派 のs.pr.に 相 当 す る も の で あ る。Yは, これ ら

を 否 定 す る。 即 ち, 前 者 は 快 感(sukha)の 実 例 に よ り不 確 定(vyabhicara)で あ り,

後 者 は 燈 火(dipa)の 実 例 に よ り不 定(anaikantya)と な る。ala4atvaと はsvasmai-

prakasamanatvaを 言 うの で あ っ て, こ れ はsamvidに は 成 立 し な い(pp. 110-111)。

こ こ で 「自 ら に 対 し て 」(svasmai)と い う表 現 が 見 ら れ る が, こ れ はYatindra-

matadipika に も受 け 継 が れ て い る。 そ こ で は, 同 じ くs.pr.で は あ っ て も 知 と

at, brの 間 に 違 い を 認 め る。 知 は 他 に 対 し て(parasmai)現 れ, atやbrは 自 ら に 対

し て(svamai)現 れ る, と い うの で あ る15)。YはASの 別 の 箇 所 で, s.pr.を 定 義

し て, 次 の よ う に 言 う。

svayamprakasata tu sattayaiva'tmane prakasamanata (AS, p.84)

又, atma-vidの 説 と し て,

samvid iti svasrayam prati sattayaiva kasyacit prakasana-silo (AS, p. 70)

と も 言 う。 こ こ で はatmane, svasrayampratiと 表 現 さ れ て い る。atを 知 のasraya

と す る 点 はPr派 に 負 う も の で あ ろ う。Pr派 のtriputisamvidの 理 論 も 取 り 入 れ

て い る16)。 現 象 界 の 実 在 性 を 否 定 す るAd派 の 知 識 論 を 批 判 す る に 当 た っ て, 実

在 論 の 立 場 に 立 つPr派 の そ れ を 援 用 し た も の と 思 わ れ る。

V.A3に お け るYのAd派 批 判 の 主 た る 対 象 は1[sta]5[iddhi]で あ る。 そ

こ で はbr, atのs.pr.が 次 の よ うに 説 か れ る。
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brahmano'neka-rupatvabhavat svayamprakasatvac ca (G. O. S. No. LXV, p. 72)

atmano'stitva-svayamprakasatva-nityatva-vibhutvadinam......(p. 74)

I8で は, 二 種 のjnana を説 く。ajada な る精神(bodha)と そ の似 現(tad-abhasa)

た る心 の変容(citta-vrtti)で あ る(p. 69)。 この うち, vrttiと しての知 は, 物 質 的

な内官 の開展 であるか ら物質的 である。br, atの 本 質 としての 知 はs.pr.で あ り,

唯 一 であ って, 不 生不滅 であるYも 引硝す るIS k.1(yanubhutir ajameyanantat-

mananda-vigraha)の 解 説 部分でVimuktatmanは, こ のanubhutiはsvatassiddhi

で あ るとす る(IS, p. 1)。 従 って, このanubhutiは, 先 の ブラフマ ンの本 性 と し

ての知 を意味す ることにな る。 続いてsvatassiddhaな る ものに未生無等 の成 立 し

ない ことが説 かれ るが, IS-vivaranaに よれば, これ はPr派 に お け る, samvid

はs.pr.で あ りなが ら発生等 を有す るとい う主 張 を否定す るものであ るとい う17)。

YはISの 立 場 を批判 して, samvidを 次 の ごと く規 定す る。即 ち, samvidは

atのdharmaで あ ってAd派 の言 うよ うなuniversalな ものではな く個別 的であ

って, 常 住 では ない(AS, p. 70-71)。 又, 対 象 も拠 り所 も無 いsamvidは な いし,

samvid, anubhuti, jnahaな どの, 連 関 を前提 す る語(sambandhi-sabda)は, 目的 語

や主語無 しには用い られない(AS, p.73)と す る。 ここにもPr派 のtrlputisamvid

説 の 影響が認め られ る。

VI. Yはpr.に 二 つの定義 を与 え る。(1)samvid-aduratvam(A5, n.208)と,

(2)jnanaduratva-prayukto vyavahara-ksamata-laksapo(AS, p. 211)で あ る。(1)は

Nathamuniの Nyayatattva に基 づ くものであ り, Y自 身 の立場は(2)と 思 われ る。

Yに よれば, pr. 自体 はcit, acitの 総 てに共通 で あ る(AS, p.84)が, atのpr.は

他 と異 なる。jadaのpr.は, 異 類(vijatiya)た る光, 感 覚器 官, samvid, atに 依

存 し, 存 在 して も光 り輝 くとは限 らない。samvidめ 場 合, atと 同 様pr.を 本 質

とす る(cf. p. 120), 即 ち存在すれば必ず光 り輝 くものであるが, atと い う異 類に

依存する。、atの場合, 異類は存在しないので, 他に依存せずに輝 く(AS, p. 160)。

又atはsvatantraな るjnatrで あ り, jnanaはjnatrた るatのdharmaで あ る故,

paratantraで あ る。 そ こで, 知 の場合, そ の拠 り所(即 ちat)に 対 して光 り輝 く。

従 って, atとsamvidのpr.め 違 いは, 知 のpr.がatと の 結合に依存す るのに対

して, at.は他 に依存 せず に輝 くと ころにある(AS, p.190)。

VII. 先 に述べた如 く, Yめ 認 識論 にはPr派 の影 響が大 きいが, Yのatが あ

くまで も知 性的原理 であるのに対 して, Pr派 のatはjadaと い って も よい18)点

で大 き く異 な っている。 又, Pr派 のatは 認 識の際 にしか光 り輝かないが, Yの
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そ れ は 常 にahamと 輝 き, 解 脱 し た 後 も存 続 す る 主 体 で あ る(AS, p. 100, 106)。 こ

の 時, atそ れ 自 身 は 働 き(vrtti)を 持 た ず(AS, p. 183), そ の 点 で は, 精 神 的 機 能

を 全 く持 た な い 抽 象 さ れ た 知 そ の も の とatを と ら え るAd派19)と の 共 通 性 も 認

め られ る るYのsamvidはatのdharmaと し て, 知 性 的 原 理(cetana)で あ り

jnatrた るatとjadaの 中 間 点 に あ り, そ れ 自 身 は 認 識 し な い が, atに 対 し て 様

々 な 対 象 を 照 ら し 出 す(artha-prakasa)20)。s.pr.の 定 義 中 にatmameと あ っ た の は

こ う し たsamvidの 役 割 を 反 映 し て い る の で ある。
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